
 
 

がんばる 

…朝六時半
あさろくじはん

、市内
しない

へ向
む

かう道路
どうろ

は、通勤
つうきん

の 車
くるま

でもう込
こ

み始
はじ

めている。 私
わたし

の乗
の

ったバスもいつものようにノロノロ運転
うんてん

。 これで今日一日
きょういちにち

のストレスの始
はじ

まりだ。 

この 間
あいだ

のように事故
じ こ

でもあれば、会社
かいしゃ

に着
つ

くのが、また 一
いち

時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

遅
おく

れてしま

う。でも、信号
しんごう

が赤
あか

なんだから焦
あせ

ったってしょうがない。それにしても、バックミ

ラーに映
うつ

るバスの運転手
うんてんしゅ

さんの顔
かお

は落
お

ち着
つ

いたもんだ。毎朝
まいあさ

の渋 滞
じゅうたい

にすっかり

あきらめているのだろう。 朝夕
あさゆう

の渋 滞
じゅうたい

にいらいらするようでは、ストレスが溜
た

ま

って胃
い

がいくつあっても足
た

りないだろうからな。 

 

 

今朝
け さ

も急
いそ

いで出
で

かけてきた。 起
お

きるとすぐにトーストにコーヒーの簡単
かんたん

な

朝 食
ちょうしょく

を済
す

ませ、朝 刊
ちょうかん

にさっと目
め

を通
とお

して家
いえ

を出
で

る。子供
こども

たちはまだ昨夜帰
ゆうべかえ

った

時
とき

と同
おな

じようによく眠
ねむ

っていた。課長
かちょう

になってから残 業
ざんぎょう

が増
ふ

え、子供
こども

たちの顔
かお

が

ゆっくり見
み

られるのは、週 末
しゅうまつ

ぐらいしかない。その大
だい

事
じ

な休
やす

みも、付
つ

き合
あ

いゴル

フなどでなくなってしまうことが多
おお

い。   

 

週
しゅう

日
じつ

の 忙
いそが

しさは言
い

うまでもない。 昨
きのう

日だってそうだった。午
ご

前
ぜん

中
ちゅう

は手紙
てがみ

や

レポートなど書類
しょるい

の山
やま

を片付
かたづ

ける。午後
ご ご

は 客
きゃく

と一緒
いっしょ

に 昼 食
ちゅうしょく

をとりながら、会
かい

議
ぎ

が一
ひと

つ。やっと契
けい

約
やく

が済
す

むと、次
つぎ

にまたほかの打
う

ち合
あ

わせ。そして、それが終
お

わっ



 
 

た時
とき

にはもう五時
ご じ

。勤
きん

務
む

時
じ

間
かん

はここまでだが、これで帰
かえ

れるはずもない。会社
かいしゃ

を出
で

て「 中
ちゅう

小
しょう

企
き

業
ぎょう

・青年経営者
せいねんけいえいしゃ

セミナー」に出 席
しゅっせき

するため、近
ちか

くのホテルへ向
む

か

う。残
のこ

した仕事
しごと

もあるが、部長
ぶちょう

の代理
だいり

として出
で

るのだから、遅
おく

れることは許
ゆる

されな

い。 セミナーにはぎりぎりで間
ま

に合
あ

ったが、最後
さいご

までいないで、途中
とちゅう

でアポイント

のあった 客
きゃく

を迎
むか

えに部下
ぶ か

と一緒
いっしょ

に駅
えき

へ向
む

かった。客
きゃく

に会
あ

って食事
しょくじ

をし、その後
ご

は

いつものカラオケへ。接待
せったい

は苦手
にがて

だ。本当
ほんとう

はやりたくないのだが、これも商 売
しょうばい

を

うまくやるための一
ひと

つの潤滑油
じゅんかつゆ

、仕事
しごと

の一部
いちぶ

だとあきらめている。 

接待
せったい

にひどく時間
じかん

がかかったが、零時近
れいじちか

くになってやっと 客
きゃく

をタクシーに乗
の

せ、 

自分
じぶん

も別
べつ

のタクシーを拾
ひろ

った。三年前
さんねんまえ

に、やっとの思
おも

いで手
て

に入
い

れた一
いっ

戸
こ

建
だ

て。 

都
と

心
しん

から電
でん

車
しゃ

で一
いち

時
じ

間
かん

ほどのところにある。 今
いま

の 給 料
きゅうりょう

では、家
いえ

のローンを払
はら

う

のも大変
たいへん

だ。会社
かいしゃ

に近
ちか

い社宅
しゃたく

に住
す

めばずっと便利
べんり

なのだが、子供
こども

たちを少
すこ

しで  

も広
ひろ

いところで育
そだ

てようと思
おも

うと、これも我慢
がまん

しなければなるまい。この物価高
ぶっかだか

の

世
よ

の中
なか

、家族
かぞく

を支
ささ

えていくのも楽
らく

ではない。 その上
うえ

、いつリストラの対 象
たいしょう

にな

るかもしれない時代
じだい

だ。そんなことを 考
かんが

えていると、疲
つか

れが倍
ばい

になる。何
なに

かいい

ことはないのだろうか。この 間
あいだ

買
か

った 宝
たから

くじでも当
あ

たればなあ。  （後略） 

 

 


